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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器に対応して設けられた本体ドレンパンを有する本体部と、
　前記本体部の下側に配置されて外部に繋がる排水ホースが接続される排水ドレンパンと
、前記本体ドレンパンに繋がって形成されて前記本体ドレンパンの水を前記排水ドレンパ
ンに対して後方から前方に送る樋と、
　を備える空気調和機において、
　前記樋の下側に下向突起を設けると共に、前記下向突起が係合する上向突起を前記排水
ドレンパンの内底部に設け、前記樋の排水口を前記下向突起および前記上向突起よりも前
記排水ドレンパンにおける前方に配置しており、かつ前記下向突起の幅を前記樋の幅に対
して小さい幅に形成して前記上向突起に係合する側部に余幅を有することを特徴とする空
気調和機。
【請求項２】
　前記下向突起および前記上向突起は、複数の板体が互いに交差して一体に形成されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記樋の下側に閉鎖空間を有することを特徴とする請求項１または２に記載の空気調和
機。
【請求項４】
　前記排水ドレンパンの底部に前記樋における排水口の下方に位置する当板を設けること
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を特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、特許文献１には、熱交換器および送風機などが組み付けられる本体部（
ベース本体）と、本体部の下側に取り付けられる吹出口アセンブリと、を備える空気調和
機が示されている。
【０００３】
　このような空気調和機において、本体部は、熱交換器に対応して本体ドレンパンが設け
られており、かつ側部に本体ドレンパンから繋がる樋が設けられている。一方、吹出口ア
センブリは、本体部の本体ドレンパンから樋を介して送られる水を受ける排水ドレンパン
が設けられている。吹出口アセンブリの排水ドレンパンは、外部に水を排出するための排
水ホースが接続される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１２４８５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本体部は、図５に示すように、樋１０３Ｂの排水口１０３Ｂａが下方に向けて折り曲げ
られており、その裏側を吹出口アセンブリ１０９の排水ドレンパン１１３の外縁１１３Ｃ
に掛けて吹出口アセンブリ１０９と組み付けられている。従って、排水ドレンパン１１３
に水が溜まって樋１０３Ｂの排水口１０３Ｂａまで至ると、樋１０３Ｂの裏側と排水ドレ
ンパン１１３の外縁１１３Ｃとの間で毛細管現象により水が上がって排水ドレンパン１１
３の外側に漏れ出るおそれがある。
【０００６】
　本発明は、上述した課題を解決するものであり、ドレンパンからの水漏れの発生を防ぐ
ことのできる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を達成するために、本発明の空気調和機は、熱交換器に対応して設けられた
本体ドレンパンを有する本体部と、前記本体部の下側に配置されて外部に繋がる排水ホー
スが接続される排水ドレンパンと、前記本体ドレンパンに繋がって形成されて前記本体ド
レンパンから前記排水ドレンパンに水を送る樋と、を備える空気調和機において、前記樋
の下側に下向突起を設けると共に、前記下向突起が係合する上向突起を前記排水ドレンパ
ンの内底部に設け、前記樋の排水口を前記下向突起および前記上向突起よりも前記排水ド
レンパンの内側に配置することを特徴とする。
【０００８】
　この空気調和機によれば、本体部と排水ドレンパンとの位置決めを、下向突起および上
向突起の排水ドレンパンの内底部での係合により達成できる。そして、これら排水ドレン
パンの内底部で係合する下向突起および上向突起よりも排水ドレンパンの内側に樋の排水
口を配置することで、樋の排水口から排水ドレンパンに送られる水が本体部と排水ドレン
パンとの位置決めする係合部分よりも排水ドレンパンの内側に案内される。このため、樋
の排水口から排水ドレンパンに送られる水が本体部と排水ドレンパンとを位置決めする係
合部分を伝って排水ドレンパンの外部へ漏れることを防止できる。
【０００９】
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　また、本発明の空気調和機では、前記下向突起および前記上向突起は、複数の板体が互
いに交差して一体に形成されることを特徴とする。
【００１０】
　この空気調和機によれば、下向突起および上向突起の係合強度を向上することができる
。
【００１１】
　また、本発明の空気調和機では、前記樋の下側に閉鎖空間を有することを特徴とする。
【００１２】
　この空気調和機によれば、閉鎖空間により断熱材を設けなくても断熱効果を得ることが
でき、部品点数を削減することができる。
【００１３】
　また、本発明の空気調和機では、前記排水ドレンパンの底部に前記樋における排水口の
下方に位置する当板を設けることを特徴とする。
【００１４】
　この空気調和機によれば、樋を伝って吹出口アセンブリの排水ドレンパンに送られた水
の勢いを当板により抑えることができる。この結果、排水ドレンパンに送られた水が飛び
散ることを防止できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ドレンパンからの水漏れの発生を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る空気調和機の分解斜視図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る空気調和機の要部拡大側断面図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る空気調和機の要部拡大斜視図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る空気調和機の要部拡大正面視断面図である。
【図５】図５は、従来例の空気調和機の部分拡大側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、本発明に係る実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施形態
によりこの発明が限定されるものではない。また、下記実施形態における構成要素には、
当業者が置換可能かつ容易なもの、あるいは実質的に同一のものが含まれる。
【００１８】
　図１は、本実施形態に係る空気調和機の分解斜視図である。図２は、本実施形態に係る
空気調和機の要部拡大側断面図である。図３は、本実施形態に係る空気調和機の要部拡大
斜視図である。図４は、本実施形態に係る空気調和機の要部拡大正面視断面図であって、
図２のＡ－Ａ断面図である。図５は、従来例の空気調和機の部分拡大側断面図である。
【００１９】
　図１に示す空気調和機１は、壁掛け型の空気調和機である。この空気調和機１は、壁面
に設置される据え付け板２と、据え付け板２に装着される本体部３と、本体部３に組み付
けられる送風機（クロスフローファン）４およびその駆動モータ５と、本体部３に組み付
けられる熱交換器６と、熱交換器６の一側から後方に延長される冷媒配管７と、本体部３
に組み付けられるコントロールボックス８と、本体部３に組み付けられる吹出口アセンブ
リ９と、本体部３に組み付けられた各機器類の前面、上下面および左右側面を覆うように
本体部３に組み付けられるフロントカバー１０と、フロントカバー１０に組み込まれるエ
アフィルタ１１Ａおよびその清掃機構１１Ｂと、フロントカバー１０にその前面を覆うよ
うに取り付けられるフロントパネル１２などを組み立てることにより構成されるものであ
る。
【００２０】
　本体部３は、壁面に設置された据え付け板２に装着されることにより、空気調和機１を
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据え付け支持するものであり、Λ形に曲げ形成された熱交換器６の背面側熱交換器の下側
に配置される本体ドレンパン３Ａが形成されている。クロスフローファン４は、本体部３
の風路に沿って水平に配設される筒状の羽根車を備えたものであり、駆動モータ５を介し
て本体部３に回転自在に支持されている。
【００２１】
　熱交換器６は、Λ形に折り曲げ形成されたフィンアンドチューブ形熱交換器であり、ク
ロスフローファン４の上面および前面を覆うように設置されている。熱交換器６の一側か
ら冷媒を循環させるための冷媒配管７が後方に延長されている。また、熱交換器６の前面
側熱交換器の下方部位には、排水ドレンパン１３、クロスフローファン４の風路を形成す
るスタビライザ１４、風向調整用のルーバーおよびフラップ等が組み込まれた吹出し口１
５などが設けられた吹出口アセンブリ９が組み付けられるようになっている。排水ドレン
パン１３は、ここに溜められた水を排水するための排水ホース１３Ａが取り付けられてい
る。
【００２２】
　コントロールボックス８は、本体部３の右側部に組み込まれ、リモコンからの指令によ
って空気調和機１の運転を制御するものである。フロントカバー１０は、本体部３に組み
込まれた上記機器類の前面、上下面および左右側面を覆うものであり、上面および前面に
室内空気を吸込むための吸込みグリル１６が形成されている。この吸込みグリル１６には
、吸込みグリル１６を介して吸込まれる室内空気中の塵埃を収集するエアフィルタ１１Ａ
およびエアフィルタ１１Ａで収集した塵埃をフィルタ面から除去し、エアフィルタ１１Ａ
を自動清掃する清掃機構１１Ｂが組み込まれている。また、吸込みグリル１６の前面には
、フロントパネル１２が上部を支点に開閉可能に組み付けられている。
【００２３】
　このような空気調和機１において、本体部３は、その側部であって本実施形態では駆動
モータ５が設けられた右側部に、図２に示すように、樋３Ｂが形成されている。樋３Ｂは
、本体ドレンパン３Ａから繋がって、吹出口アセンブリ９の排水ドレンパン１３に排水口
３Ｂａを向けて設けられて、本体ドレンパン３Ａに溜まった水を排水ドレンパン１３に送
る。
【００２４】
　樋３Ｂは、その下側に、本体部３をなす板材で囲まれて閉鎖された閉鎖空間３Ｂｂが形
成されている。また、樋３Ｂは、排水口３Ｂａの後方であって閉鎖空間３Ｂｂの下側の板
材から下方に突出する下向突起３Ｂｃが形成されている。また、樋３Ｂは、下向突起３Ｂ
ｃの後方に、下向突起３Ｂｃ側（前側）に向かう当面３Ｂｄが形成されている。
【００２５】
　吹出口アセンブリ９の排水ドレンパン１３は、図２および図３に示すように、樋３Ｂの
下側の部分が後方に突き出した突出部１３Ｂが形成されている。突出部１３Ｂは、その側
部および後部を囲って排水ドレンパン１３の周壁１３Ｃに連なる突出周壁１３Ｂａが形成
されている。この突出部１３Ｂにおいて、排水ドレンパン１３に連なる底部にから上方に
突出する上向突起１３Ｄが形成されている。また、吹出口アセンブリ９の排水ドレンパン
１３は、その底部に、上向突起１３Ｄよりも前方となる位置で立設した当板１３Ｅが形成
されている。
【００２６】
　上述した樋３Ｂおよび排水ドレンパン１３は、図２に示すように、本体部３と吹出口ア
センブリ９とを組み合わせる際、当面３Ｂｄが突出部１３Ｂの後方の突出周壁１３Ｂａの
後面に当接し、下向突起３Ｂｃが上向突起１３Ｄの前側に当接する。従って、樋３Ｂにお
ける当面３Ｂｄと下向突起３Ｂｃとの間で、突出部１３Ｂの突出周壁１３Ｂａおよび上向
突起１３Ｄを挟むように、樋３Ｂと排水ドレンパン１３とが組み合わされる。樋３Ｂの排
水口３Ｂａは、下向突起３Ｂｃよりも前方に配置されていることから、上向突起１３Ｄよ
りも前方に配置されることになる。また、排水ドレンパン１３の当板１３Ｅは、樋３Ｂの
排水口３Ｂａの下方に配置される。
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【００２７】
　このような構成において、本体部３の本体ドレンパン３Ａの水は、樋３Ｂを伝って吹出
口アセンブリ９の排水ドレンパン１３に送られ、この排水ドレンパン１３から排水ホース
１３Ａを経て空気調和機１の外部に排出される。
【００２８】
　本実施形態の空気調和機１は、熱交換器６に対応して設けられた本体ドレンパン３Ａを
有する本体部３と、本体部３の下側に配置されて外部に繋がる排水ホース１３Ａが接続さ
れる排水ドレンパン１３と、本体ドレンパン３Ａに繋がって形成されて本体ドレンパン３
Ａから排水ドレンパン１３に水を送る樋３Ｂと、を備え、樋３Ｂの下側に下向突起３Ｂｃ
を設けると共に、下向突起３Ｂｃが係合する上向突起１３Ｄを排水ドレンパン１３の内底
部に設け、樋３Ｂの排水口３Ｂａを下向突起３Ｂｃおよび上向突起１３Ｄよりも排水ドレ
ンパン１３の内側に配置するものである。
【００２９】
　この空気調和機１によれば、本体部３と排水ドレンパン１３との位置決めを、下向突起
３Ｂｃおよび上向突起１３Ｄの排水ドレンパン１３の内底部での係合により達成できる。
そして、これら排水ドレンパン１３の内底部で係合する下向突起３Ｂｃおよび上向突起１
３Ｄよりも排水ドレンパン１３の内側に樋３Ｂの排水口３Ｂａを配置することで、樋３Ｂ
の排水口３Ｂａから排水ドレンパン１３に送られる水が本体部３と排水ドレンパン１３と
の位置決めする係合部分よりも排水ドレンパン１３の内側に案内される。このため、樋３
Ｂの排水口３Ｂａから排水ドレンパン１３に送られる水が本体部３と排水ドレンパン１３
とを位置決めする係合部分を伝って排水ドレンパン１３の外部へ漏れることを防止できる
。
【００３０】
　図５に示すように、従来の空気調和機においては、樋１０３Ｂの排水口１０３Ｂａが下
方に向けて折り曲げられており、その裏側を排水ドレンパン１１３の外縁１１３Ｃに掛け
て本体部１０３が排水ドレンパン１１３と組み付けられている。従って、排水ドレンパン
１１３に水が溜まって樋１０３Ｂの排水口１０３Ｂａまで至ると、樋１０３Ｂの裏側と排
水ドレンパン１１３の外縁１１６Ｃとの間で毛細管現象により水が上がって排水ドレンパ
ン１１３の外側に漏れ出るおそれがある。本実施形態の空気調和機１によれば、この問題
を解消することができる。
【００３１】
　しかも、本実施形態の空気調和機１によれば、下向突起３Ｂｃおよび上向突起１３Ｄよ
りも排水ドレンパン１３の内側に樋３Ｂの排水口３Ｂａを配置することで、図４に示すよ
うに、排水ドレンパン１３側に係合する下向突起３Ｂｃを樋３Ｂの幅Ｗ１に対して小さい
幅Ｗ２に形成することができる。従来は、図５に示すように、樋１０３Ｂを排水ドレンパ
ン１１３の外縁１１３Ｃに掛けているため、樋１０３Ｂ自身を小さくすることはできない
。このため、本実施形態の空気調和機１によれば、下向突起３Ｂｃの両側に余幅Ｗ３，Ｗ
４が設けられ、この余幅Ｗ３，Ｗ４で設計誤差を吸収することで、本体部１０３と排水ド
レンパン１１３との組み付け精度を向上することができる。
【００３２】
　また、本実施形態の空気調和機１では、図２および図３に示すように、下向突起３Ｂｃ
および上向突起１３Ｄは、複数の板体が互いに交差して一体に形成される。
【００３３】
　この空気調和機１によれば、下向突起３Ｂｃおよび上向突起１３Ｄの係合強度を向上す
ることができる。
【００３４】
　また、本実施形態の空気調和機１では、樋３Ｂの下側に閉鎖空間３Ｂｂを有する。
【００３５】
　この空気調和機１によれば、閉鎖空間３Ｂｂにより断熱材を設けなくても断熱効果を得
ることができ、部品点数を削減することができる。従来は、図５に示すように、樋１０３
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Ｂを排水ドレンパン１１３の外縁１１３Ｃに掛けているため、このような閉鎖空間３Ｂｂ
が設けられない。
【００３６】
　また、本実施形態の空気調和機１では、排水ドレンパン１３の底部に樋３Ｂにおける排
水口３Ｂａの下方に位置する当板１３Ｅを設ける。
【００３７】
　この空気調和機１によれば、樋３Ｂを伝って吹出口アセンブリ９の排水ドレンパン１３
に送られた水の勢いを当板１３Ｅにより抑えることができる。この結果、排水ドレンパン
１３に送られた水が飛び散ることを防止できる。
【符号の説明】
【００３８】
　１　空気調和機
　３　本体部
　３Ａ　本体ドレンパン
　３Ｂ　樋
　３Ｂａ　排水口
　３Ｂｂ　閉鎖空間
　３Ｂｃ　下向突起
　３Ｂｄ　当面
　６　熱交換器
　９　吹出口アセンブリ
　１３　排水ドレンパン
　１３Ａ　排水ホース
　１３Ｂ　突出部
　１３Ｂａ　突出周壁
　１３Ｃ　周壁
　１３Ｄ　上向突起
　１３Ｅ　当板
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